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• 2007年8月16日 首都大学東京のベンチャー企業第１号として設立。
• 2010年8月 観測ロケットS520-25による
132.6mスーパーテザーの宇宙伸展に世界で
初めて成功。日本・米国・欧州・豪州の
国際協力。

TMITの主なマイルストーン

• 2015年2月3日科学研究費補助金取扱規程に規定する研究機関に指定



Space Tethers Will Play a Key Role:
The Project of Japan Will Be A Critical Step



宇宙テザー技
術の波及効果

高空風力発電
AWE
（Airborne 
Wind Energy)

◎ Google, EON, Shell, Schlumberger, Tata、さらに、ソフ
トバンクのような先端企業が2兆米ドルを超える投資を行っ
ている。このためAWEは今後成長を加速すると思われる。
欧州各国はCO2軽減のロードマップ2050などに乗り遅れな
いために、クリーンなAWEに期待を持ち援助を行っている。

Wind Energy)



高空風力プロフィール測定 小型軽量風速計



Comparison with a conventional wind turbine
Cross-wind, rigid wing and ground based generator



TMIT,KAIT,FU,KU,Maeda



空中風力発電の事例





１．風車浮揚型空中発電

Fig.1 Makani power社 The M600 energy 
kite （600ｋW級） (21 Nov 2016)
https://x.company/makani/journey/



２．ポンピング型空中発電





HSWG(High Sky Wind energy Generation) on tethered system
Hironori A. FUJII[1][2], Hiroshi OKUBO[3], Yasutake TAKAHASHI[4], Yusuke MARUYAMA[5]
Tairo KUSAGAYA[6], Shigeo YOSHIDA[7], Kazuo ARAKAWA[7], Hiroki ENDO[1][7],
Kenji UCHIYAMA[8], Kazuichi SEKI[9], and Takeo WATANABE[3]
[1]TMIT & Co., [2]Tokyo Metropolitan University, [3]Kanagawa Institute of Technology,
[4]University of Fukui, [5]Maeda Corporation, [6]Tokyo Metropolitan College of Industrial Technology,
[7]Kyusyu University, [8]Nihon University, [9]Tokai University

AIRBORNE WIND ENERGY CONFERENCE 2017 Freiburg, Germany 2017/10/5-6

わが国における空中風力発電
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Electricity 
generator

Xbee Pro S2B
Notebook PC

Kite
• span:4.5m
• Chord length:2.1m
• weight:1.8kg
Windmill
・0.6m*0.6m*2 (6kW)

Wind tunnel 
test





空中風力発電研究会の
立ち上げと参加者募集募

一般社団法人

日本風力エネルギー学
会

Japan Wind Energy Association

参加者は、JWEA個人会員または団体会員であることを原則としますが、空中風力発
電という新しい技術に興味があり、積極的に活動に参加いただける方を期待します。

空中風力発電研調統

空中風力発電は、空中の定常的で豊富な風力エネルギーを利用した発電手法です。
これは空中に発電機を揚げる、凧などからテザーを通して地上の発電機で発電する、
など種々の手法が提案されており、近年世界的に著しく進歩しています。このよう
に世界的に期待されている空中風力発電手法について、関連分野を含め幅広くサー
ベイし、これらの検討を通じて、最も必要な要素技術を明らかにすると共に効率的
な開発手法も提言し、併せて自らも要素研究を行います。これによって我が国に最
も適した、効率が高く世界的にも最先端技術となり得る風力発電手法を提示するこ

公募要領
JWEAの新たな企画として、新しい風力発電の手法である空中風力発電手法を検討す
る研究会を立上げ、参加者を募集することといたしました。本研究会ではJWEAが報
告、検討会の企画・運営に関わり、各種要素技術について、専門的な知識と技術を
有するメンバーが参集し適切な時期に研究会を開催し、検討議論によって明らかに
なった要素技術について研究を進めます。さらに、一年間に１～２回程度全体会議
を開催し進め方について全員でチェックするとともに確認を行います。

空中風力発電研究の意義と目的

公募要件

活動内容: 情報収集・分析（2019年度～2020年度）

体制およびテーマの案

空中風力発電研
究会 / 主査:
藤井(TMIT／首

都大名誉教授)、
副主査:丸山(前

田建設
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も適した、効率が高く世界的にも最先端技術となり得る風力発電手法を提示するこ
とが可能となり、さらに、国内の研究開発を主導することで、産業界へ具体的で無
駄の無い効率的な開発指針を示す事が可能となります。

情報収集 評価分析
中間報告・

討論会
まとめ

最終報告討
論会

2019年度 2020年度

問合先: JWEA事務局info@jwea.or.jp , 藤井裕矩 tmit@pa2.so-net.ne.jp , 草谷大郎 kusagaya@metro-cit.ac.jp



2019年1月25日 フェーズ1.5フィールドテスト 埼玉県熊谷市妻沼グライダー滑空場





Rod Read

Windswept and Interesting Limited
15a Aiginis, Isle of Lewis, UK HS2 0PB
http://windswept-and-interesting.co.uk





１．低温、地吹雪、強風 ＞ 強風時の避難

２．出力安定性 ＞ 設備利用率の増加
時間的かつ季節的な変動

まとめに代えて
極地でのエネルギー供給
に適した風力発電装置とは

３．運搬容易性

ＮＵ-102 ダウンウインド型
うず電流型電磁ブレーキを備
えた静翼付風力発電装置
南極昭和基地で第19次越冬隊
（1978年）現地実地テスト

垂直軸風車：昭和基地の20kW風車（56次隊中村隊員提供）






